
事業区分

金銭給付

平成２７年度　事務事業評価シート

　私道防犯灯整備の助成に関する規則、民有灯補助金交付要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 防犯灯助成
土木課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

　

条例・規則

所
管

都市づくり部

防犯灯及び装飾灯管理者（各町会・商店街等）

〔法令等名〕

21

民有灯設置状況調査
一部委託

１．地元町会の申請に基づき、必要な個所への防犯灯の設置助成を行うとともに、老朽化した防犯灯については改修する。
２．防犯灯の設置状況を調査し、防犯灯及び装飾灯に対して、維持管理費用（電気料金及び修繕費等）を町会単位に補助す
る。

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

基防犯灯新設・改修数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
17

防犯灯及び装飾灯の管理者（各町会・商店街等）の負担軽減を図るため、維持管理費用を補助する。また、一般交通の用に
供されている私道の夜間の安全を確保するため、防犯灯の新設・改修に助成する。

24

基

成果指標
設置基数/設置相談基数

8,330　人にかかるコスト（人件費など）

3

17,539

なし

0

2,220

100

2,196

100

17,539

389

11,029

　決算額　　(単位：千円) 10,048

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

夜間における安全確保のために重要な事業であるため、今後も事業規模を維持していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

地域の安全確保のため、防犯灯の必要な個所への整備・改修、維持管理費用の助成を継続する必要があ
る。

維持

評
価
結
果

設置相談のあったものについては対応が出来ており、成果目標は達成されている。

3 防犯灯の整備、維持管理に対し助成することで、安全で住みよい地域の環境づくりに貢献している。

町会の防犯活動と連携を図り、効率的に進めている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

10,349

18,378

財源項目

(単位：千円)

8,522

効率性

2,230

100 100

防犯灯維持費用助成基数

266

必要性

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 18,378

0

0 0

19,817

6,801

10,738

％

事
務
事
業
の
実
績

年度昭和 83 [終了予定] 年度-　 　

11,294

9,782

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）
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2,200

266

19,817

0


